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Abstract. A bivalve fossil, Periplomya nagaoi Ichikawa and Maeda (1958) was collected in the Upper 
Cretaceous to Paleocene Hakobuchi Formation, Yezo Group, Oyubari area, Hokkaido, northern Japan. This 
specimen was found from the Fukaushi Sandstone rock unit of the Hakobuchi Formation, Hakobuchi Gorge 
of Oyubari area. Periplomya nagaoi is characteristic marine species of Campanian to Maastrichtian, which 
suggests that the Fukaushi Sandstone of the Hakobuchi Formation is dominated by Late Cretaceous marine 
deposits.
Keywords: Periplomya nagaoi, Late Cretaceous, Hakobuchi Formation, Yezo Group, Oyubari, Hokkaido
(2021 年 11 月 14 日受付，Received 14 Nobember 2021)

はじめに

　北海道大夕張地域の大夕張ダム・夕張シューパ

ロダム周辺にあたる函淵峡谷（Fig. 1）には，蝦

夷層群最上部の函淵層が広く分布している（今井，

1924；安藤ほか，2007）．この地域の函淵層では，

函淵層下部の滝ノ沢部層から花粉化石が産出する

（Takahashi, 1964）ほか，最上部のサヌシュぺ砂岩

から渦鞭毛藻化石が報告されている（鈴木ほか，

1997）．また，滝ノ沢部層に対比されると考えら

れる Nilsonia-bed から Glossozamites (?) や Nilsonia
などの大型植物化石が多数報告されている（Endo, 
1925）．
　函淵層を函淵砂岩として最初に報告した今井

（1924）では，模式地の設定はされていないが，

函淵峡谷が函淵層の模式地として解釈され，研究

が進められてきた（例えば地徳，1986）．函淵峡

谷およびその周辺の函淵層において，函淵峡谷北

部に位置する初音沢からは，多数の花粉化石が報

告されている (Takahashi, 1964) が，それら以外の

化石の報告は極めて稀である．特に函淵層からの

大型無脊椎動物化石の産出報告は数例にとどまっ

ており，函淵峡谷の北方に分布している “ 上部蝦

夷層群 ” 最上部と函淵層最下部の境界付近からア

ンモノイドの Canadoceras が報告されているにす

ぎない（Saito et al., 1998）．また，函淵峡谷の南

部にあたる登川のクルキ川からは，“ 上部蝦夷層

群 ” もしくは函淵層に由来すると考えられるアン

モノイドの Pseudokossmaticeras yagii が転石とし

て発見されているが，詳しい産出層準は不明であ

る（Matsumoto, 1990）．一方で，大夕張地域の南

方に隣接する穂別地域（Fig. 1A）からは，アンモ

ノイドや二枚貝類などの無脊椎動物化石が多数報

告 さ れ，Nostoceras hetonaiense 帯 や Gaudryceras 
izumiense 帯などの化石帯が設定されている（利光

ほか，1995；Shigeta et al., 2010）．二枚貝化石につ

いては，Apiotrigonia や Nannonavis など，属とし

てはそれぞれ陸棚，陸棚から陸棚斜面にかけて産
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Fig. 1. Map of study area. A. Distribution of Yezo Group in Hokkaido. B. Route map showing the lower part of the Hakobuchi 
Formation, Yezo Group and bivalve fossil site (loc. 5-2) in the Hakobuchi Gorge. Recently we can’t find almost all outcrops 
because of reconstructions of the Yubari Shuparo Dam.
図 1．調査地域．Ａ．北海道に分布する蝦夷層群 . Ｂ．函淵峡谷における蝦夷層群函淵層下部のルートマップと二枚

貝化石の産出地点（loc. 5-2）．夕張シューパロダムの建設によって，現在ではほぼ全ての露頭を観察する事ができない .

出する（小松ほか，2014）浅海生の種が特徴的で，

産出量は多く，新種を含む多くの種が記載されて

いる（Nagao and Otatume, 1938, Tashiro, 1978）． 
 大夕張地域の函淵峡谷は，函淵層の模式的な地

域であったが，十分な研究が進められていなかっ

た上に，夕張シューパロダムの建設に伴い，多

くの露頭やセクションが失われる可能性が生じ

た．そのため，函淵峡谷で詳細な地質調査を実施

したところ，2012 年 10 月に大型化石の産出が稀

な函淵層深牛砂岩から，二枚貝化石の Periplomya 
nagaoi Ichikawa and Maeda (1958) を発見した．本

論では，夕張シューパロダム周辺のルートマップ
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Fig. 2. Column of study area, Hakobuchi Gorge (stratotype of the 
Hakobuchi Formation). Periplomya nagaoi from loc. 5-2 of the 
Fukaushi Sandstone, Hakobuchi Formation. 
図 2．調査地域 ( 函淵層模式地の函淵峡谷 ) の柱状図．

Periplomya nagaoi は函淵層の深牛砂岩 (loc. 5-2) から発見さ

れた．

や柱状図を示し (Fig. 2)，この二枚貝化石の産出意

義について報告する．夕張シューパロダムは 2015
年に完成し，函淵峡谷のほとんどの露頭が水没し

たため，現在では追加の化石試料や地質学的な

データを収集することは困難である （Fig. 3）． 

地質概説

 　大夕張地域の白亜系～暁新統蝦夷層群は，下位

から，惣芦別川層，シューパロ川層，丸山層，日

陰の沢層，佐久層，鹿島層，函淵層に区分される

（Takashima et al., 2004）．蝦夷層群は，北海道の中

軸部に概ね南北走向で分布し，本論で研究の対象

とした函淵層は，大夕張と南部に隣接する穂別地

域において，蝦夷層群分布域（Fig. 1A）の西縁に

分布する．穂別地域北部より北に複数のクリッペ

が見られるが，それら以外では大局的に東に位置

する鹿島層を整合に覆い，西方上位で古第三系の

石狩層群や幌内層に不整合で覆われる（下河原，

1963；高橋ほか，2002 など）． 
　函淵層は長い間，函淵砂岩や函淵層群と呼ばれ

てきたが，Takashima et al. (2004) によって蝦夷層

群の一累層として新設された．蝦夷層群には，大

きな時間間隙はほとんど無いと考えられていた

が，大夕張地域の函淵層の最上部サヌシュぺ砂岩

層から暁新世の渦鞭毛藻類が報告されたことから

（鈴木ほか，1997），岩相上には顕著な相違は認め

られないものの，おそらくサヌシュぺ砂岩層の最

下部もしくは下部にハイエタスがあり，K-Pg 不

整合が挟まれている可能性が想定されている（安

藤ほか，2007）．
　函淵峡谷には，蝦夷層群函淵層が分布し，西方

に位置する函淵層の最上部は古第三系始新統石狩

層群登川層によって不整合で覆われる．この地域

の函淵層は，走向が北北西 ― 南南東で，東側に

40 － 50 度で逆転傾斜する（Fig. 1B）．函淵峡谷

の函淵層（＝ “ 函淵層群 ”）は，Matsumoto (1954)
や Fujii (1958）で 8 つの岩相ユニットに区分さ
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れ，下位から “ 富内層（Tomiuchi Formation）” の

基底砂岩礫岩（Basal Sandstone and Conglomerate），
凝 灰 質 岩 層（Tuffaceous beds）， 硬 砂 岩（Hard 
Sandstone）と滝ノ沢部層（Takinosawa Member）,
その上位に下部砂質シルト岩（Lower Sandy 
Siltstone）, 深 牛 礫 岩（Fukaushi Conglomerate）,
深牛砂岩（Fukaushi Sandstone）, サヌシュぺ砂岩

（Sanushupe〔=Sanushube〕Sandstone）が累重する．

南部の穂別地域と北部の函淵峡谷付近では，下部

砂質シルト岩からサヌシュぺ砂岩までの上位 4 つ

の岩相や層序区分は共通するものの，函淵層の下

部については岩相が側方に変化している事や詳し

い地質年代が明らかになっていないため層序対比

が困難である． 
 

大夕張地域函淵層の地質時代

　函淵峡谷の函淵層では，本研究の調査地域

西方で，函淵層最上部のサヌシュぺ砂岩か

ら，Alisocysta margarita や A. circumtabulata，
Fibradinium annetorpense などの後期暁新世を指示

する渦鞭毛藻類化石が報告されている（鈴木ほか，

1997）．また，函淵峡谷の北方約 2.5 km と約 8 km
の地点で，函淵層最下部と，函淵層と下位の “ 上

部蝦夷層群 ” との境界部から下部カンパニアン階

のアンモノイド Canadoceras kossmati が報告され

ている（Saito et al., 1998）．しかし，函淵峡谷お

よびその周辺地域の函淵層の主部については，化

石の産出報告が無く，その地質年代は，最下部と

最上部を除いて詳しいことが明らかになっていな

い．

　函淵峡谷南方約 25 ～ 30 km に位置し，無脊

椎動物化石の産出が豊富な穂別地域においては，

1950 年代の研究で，下部砂質シルト岩（Lower 
Sandy Siltstone =IVb）がマーストリヒチアン階と

ほぼ同時期であると推測され（Matsumoto, 1954, p. 
272），その後，この部層は最下部マーストリヒチ

アン階の Nostoceras hetonaiense 帯に対比されてい

る（利光ほか，1995）．こうした示準化石によっ

て地質年代が明らかにされた穂別地域の北にある

大夕張地域や函淵峡谷の函淵層においても，下部

砂質シルト岩から上位がマーストリヒチアン階に

対比されている例がある（Takahashi，1964；安藤

ほか，2007 など）．しかし，函淵峡谷を含む大夕

張地域の函淵層からはマーストリヒチアン階を示

唆する化石が産出しておらず，大夕張地域に分布

する函淵層からの化石の報告が函淵層の層序対比

を進める上で重要となる．

Yubari
Shuparo Dam

loc. 5-2

loc. 5-1

Fig. 3. Photograph showing study area in 2020. Most of outcrops, except loc. 5-1 and 5-2 of Fig. 1B, were submerged in the lake 
formed by Yubari Shuparo Dam.
図 3．2020 年の調査地域の写真．夕張シューパロダム建設により，図１B の loc. 5-1, 5-2 を除く多くの露頭が水没した．
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Fig. 4. Photographs (A, C, E) and illustrations (B. D, F) of HMG-2008, Periplomya nagaoi Ichikawa and Maeda (1958) from loc. 
5-2 of the Hakobughi Gorge. A, B, left valve, C, D, right valve, E, F, dorsal view. 
図 4．函淵峡谷 loc. 5-2 から発見された Periplomya nagaoi Ichikawa and Maeda (1958), HMG-2008 の写真（A, C, E）及び

スケッチ（B, D, F）．A, B, 左殻，C, D, 右殻，E, F, 背側観． 

2 cm

A B

C D

E F

 　古生物学的記載 Systematic Paleontology

Order Desmodontia
Suferfamily Laternulicae

Family Laternulidae
Genus Periplomya Cornrad, 1870

Periplomya nagaoi Ichikawa and Maeda, 1958
Fig. 4

Periplomya elliptica Nagao and Otatume, 1938, p. 43, 
pl. 3, fig. 4, 4a.
Periplomya nagaoi brevis, Ichikawa and Maeda, 1958, 
pl. 6, fig. 7, 8a-c.
Periplomya nagaoi Ichikawa and Maeda, 1958, 甲藤・

田代，1979, pl.1, fig. 11.
Periplomya nagaoi Ichikawa and Maeda, 1958, Tsujino 
and Maeda, 2007, fig. 6M.
Periplomya nagaoi Ichikawa and Maeda, 1958, 小松ほ

か，2014，fig. 5C.

　ホロタイプ：UHR 5943（北海道大学総合博物

館収蔵）

　本研究で記述する標本：HMG-2008 ( むかわ町

穂別博物館収蔵 )
　特徴：殻の膨らみは弱く，膨らみは殻長に対し

て 1/3 程度である．殻は殻頂のやや腹側で最も良

くふくらむ．殻の前方のふくらみもやや大きい

が，前方・後方に向けて薄くなる．殻全体の形状

は，前後に伸びた楕円～卵型で，前方がより大き

く丸みを帯びる．後方縁は保存が悪いので詳細に

観察できないが，全体的に前方よりも幅が狭く，

やや角ばっている．腹側は大きく緩く丸みを帯び

ている．殻頂は中央よりもやや前方に位置してい

る．殻頂から腹縁後端に向かうやや長めの背梁

（carina）がある．背梁は腹側に向かって弱くなり

消滅する．

　殻表面は細かな成長線で覆われており，成長線

は殻の後端側で弱く，不明瞭である．

　右殻前端は欠けており，後端は岩石の分離が悪

く，外形が観察できない．また，左殻側が圧密で
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ややつぶれており，右殻側のふくらみの方が強く

見える．合弁殻であるため，蝶番の構造などは確

認できない．

　計測値：H (Height): 32.1 mm, L(Length): ca 51.3 
mm, T (Thickness):  ca. 15.25 (left valve: ca 7.15 mm, 
right valve: 8.1 mm), L/H=ca 1.598
　産出および産状：HMG-2008 は，函淵峡谷の函

淵層深牛砂岩から産出し，この層準の岩石が雪崩

状に崩れている場所から発見された（loc. 5-2 直

下）．この個体は，層理面に対して並行で，堆積

した当時の海底面に横たわった状態で産出した

が，標本が露頭から崩れ落ちる前の状態までは復

元できなかったため，上下判定ができなかった．

しかし，保存状態が良く，合弁で産出したことか

ら，現地性か準現地性を示していると考えられる．

　なお，Nagao and Otatume (1938) で図示された

本種のホロタイプ (UHR5943) は，穂別キウスの

下部マーストリヒチアン階の上部に対比される

Gaudryceras izumiense 帯から産出し，それ以外の

標本は，北海道古丹別地域に分布する蝦夷層群の

下部カンパニアン階，高知県有岡層のマーストリ

ヒチアン階，鹿児島県甑島列島姫浦層群の下部～

中部カンパニアン階から産出している．標本は図

示されていないものの，北海道東部奔幌戸の根室

層群の上部マーストリヒチアン階からも報告され

ている（Tashiro in Matsumoto and Yoshida, 1979）．
　備考：Periplomya nagaoi は，Nagao and Otatume 
(1938) で P. elliptica sp. nov. として記載された．し

かし，この記載は，Gabb (1862) の Anatina elliptica
（Gabb, 1877 で Periplomya 属に帰属変更された )

を参照していなかったため，Ichikawa and Maeda 
(1958) では Nagao and Otatume (1938) の P. elliptica
を分類学的に再検討した．その結果，本種は P. 
nagaoi sp. nov. として再記載され，蝦夷層群産の

標本については P. nagaoi nagaoi と，和泉層群産

の標本については P. nagaoi brevis subsp. nov. と報

告された．しかし，その後の研究では，本種に

対して亜種レベルの分類は行われず，Periplomya 
nagaoi と報告されることが多い（甲藤・田代，

1980; Tsujino and Maeda, 2007; 小松ほか，2014）．
当研究においても，両亜種を明瞭に区別できるの

かについての判断に迷うため，亜種レベルの同定

は行わない．なお，Ichikawa and Maeda (1958) の
分類基準を参照すると，HMG-2009 の外形・計測

値（L/H=ca 1.598）から本標本は P. nagaoi nagaoi
に分類される．また，穂別地域の函淵層深牛砂岩

からは P. nagaoi nagaoi のホロタイプ (UHR5943)
が報告されている．加えて，Nagao and Otatume 
(1938) で図示された穂別地域サヌシュベ川の函淵

層深牛砂岩産の 1 標本（UHR 5936）は Ichikawa 
and Maeda (1958) で Periplomya grandis に同定され

ているため，穂別から大夕張にかけての函淵層深

牛砂岩からは Periplomya 属の 2 種が産出している

ことになる．

　

議論

　Periplomya nagaoi ホロタイプ（UHR 5943）は，

大夕張の函淵峡谷南方約 25 km に位置する中穂別

キウス地域の穂別川と石油沢の合流点地点の函淵

層深牛砂岩から産出している（Nagao and Otatume, 
1938）．その後の研究で P. nagaoi のホロタイプ

（UHR 5943）が産出した深牛砂岩は，下部マー

ストリヒチアン階の上部にあたる Gaudryceras 
izumiense 帯とされた（Shigeta et al., 2010）．今回

報告した大夕張標本（HMG-2008）も同じ岩相ユ

ニットから産出している．大夕張地域の函淵層下

部については，詳しい地質年代が明らかになって

いないだけではなく，海成層だけでなく陸成層の

存在も示唆されていて（下河原，1963），堆積環

境とその変遷についても詳しいことが分かってい

ない．

　Periplomya 属は，白亜紀前期の Albian から古

第三系の始新統まで産出することが知られている

（Keen and Cox, 1969; Palmer and Brann, 1965; Taylor 
et al., 1983; Cook and Ramsdell, 1991）が，日本を中

心とする東アジアの古第三系からは，本属の産出

は報告されておらず，古第三系からの産出記録は，

北米の東・西海岸などの僅かな地域に限られて

い る（Palmer and Brann, 1965; Cook and Ramsdell, 
1991）．また，種レベルでの生存期間は，複数の

期にまたがっているケースも多いため，地質年代

の示準性は低く，P. nagaoi もカンパニアン階か

らマーストリヒチアン階にかけて産出している

（Tashiro in Matsumoto and Yoshida, 1979; 甲藤・田代，

1980; Tsujino and Maeda, 2007; 小松ほか，2014）．
しかし，本種については，古第三系からの報告は

無いため，おそらく，その生存期間は後期白亜紀

に限られていると考えられる．函淵層は上部白亜

系カンパニアン階～古第三系暁新統であるが，P. 
nagaoi が産出した函淵峡谷の函淵層深牛砂岩は白

亜系で，深牛砂岩の層厚は 200 m ほどで , 下位か
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ら上位まで岩相も大きく変わらないため，深牛砂

岩全体は白亜系であり，函淵層の主部は従来まで

の推定通り，白亜系によって占められていると考

えられる．

　また， Periplomya 属および本属を含むオキナガ

イ科は，典型的な海生種で化石記録でも海成層か

ら報告されていることから，今回の発見によって，

少なくとも函淵峡谷の深牛砂岩については，白亜

系の海成層が主体であることが推測できる．なお，

穂別地域の深牛砂岩からはアンモノイドや二枚貝

類が多産し，Periplomya の産出も報告されている

ことから，大型化石の産出量や構成は異なるが，

比較的似たような環境で堆積した海成層が大夕張

から穂別地域まで分布していることが伺える．
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（要　旨）

　北海道大夕張地域の上部白亜系～暁新統函淵層から二枚貝化石の Periplomya nagaoi, Ichikawa and Maeda 
(1958) を採集した．この標本は，大夕張ダム周辺に位置する函淵峡谷の函淵層深牛砂岩から見つかった．

今回，発見した Periplomya nagaoi は，典型的な海生種で，カンパニアン～マーストリヒチアン階に特徴的

な種であることから，本種が産出した大夕張地域の函淵層深牛砂岩は，白亜系の海成層が主体であること

が示唆される．
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